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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、
　ユーザ操作によらないイベントを検出した場合に、前記イベントの検出を通知するため
に第１のオブジェクトを前記表示部に拡大表示するとともに、前記イベントの詳細を示す
第２のオブジェクトを前記第１のオブジェクトの内部に表示する制御部
　を有し、
　前記イベントは、メールの受信、不在着信、又はスケジュールの通知のいずれか１つを
少なくとも含む携帯電子機器。
【請求項２】
　ユーザ操作によらないイベントを検出した場合に、前記イベントの検出を通知するため
に第１のオブジェクトを前記表示部に拡大表示するとともに、前記イベントの詳細を示す
第２のオブジェクトを前記第１のオブジェクトの内部に表示する制御部
　を有し、
　前記制御部は、前記第１のオブジェクトおよび前記第２のオブジェクトとして、アイコ
ン又はワンタッチ操作部を前記表示部に表示する携帯電子機器。
【請求項３】
　ユーザ操作によらないイベントを検出した場合に、前記イベントの検出を通知するため
に第１のオブジェクトを前記表示部に拡大表示するとともに、前記イベントの詳細を示す
第２のオブジェクトを前記第１のオブジェクトの内部に表示する制御部
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　を有し、
　前記制御部は、前記第１のオブジェクトに対する操作が行われた場合には、前記第１の
オブジェクトに対応付けられている処理を実行し、前記第２のオブジェクトに対する操作
が行われた場合には、前記第２のオブジェクトに対応付けられている処理を実行する携帯
電子機器。
【請求項４】
　前記制御部は、前記表示部に表示される領域のうち、前記第１のオブジェクトおよび前
記第２のオブジェクトが表示されている領域以外の領域に対する操作を検出した場合には
、前記第１のオブジェクトの拡大表示を解除する請求項３に記載の携帯電子機器。
【請求項５】
　前記制御部は、所定のタッチジェスチャを検出した場合に、前記第１のオブジェクトの
拡大表示を解除する請求項３に記載の携帯電子機器。
【請求項６】
　表示部を有する携帯電子機器によって実行される制御方法であって、
　ユーザ操作によらないイベントを検出するステップと、
　前記イベントの検出を通知するために第１のオブジェクトを前記表示部に拡大表示する
とともに、前記イベントの詳細を示す第２のオブジェクトを前記第１のオブジェクトの内
部に表示するステップと
　を含み、
　前記検出するステップにより検出される前記イベントは、メールの受信、不在着信、又
はスケジュールの通知のいずれか１つを少なくとも含む制御方法。
【請求項７】
　表示部を有する携帯電子機器によって実行される制御方法であって、
　ユーザ操作によらないイベントを検出するステップと、
　前記イベントの検出を通知するために第１のオブジェクトを前記表示部に拡大表示する
とともに、前記イベントの詳細を示す第２のオブジェクトを前記第１のオブジェクトの内
部に表示するステップと、
　前記第１のオブジェクトおよび前記第２のオブジェクトとして、アイコン又はワンタッ
チ操作部を前記表示部に表示するステップと
　を含む制御方法。
【請求項８】
　表示部を有する携帯電子機器によって実行される制御方法であって、
　ユーザ操作によらないイベントを検出するステップと、
　前記イベントの検出を通知するために第１のオブジェクトを前記表示部に拡大表示する
とともに、前記イベントの詳細を示す第２のオブジェクトを前記第１のオブジェクトの内
部に表示するステップと、
　前記第１のオブジェクトに対する操作が行われた場合には、前記第１のオブジェクトに
対応付けられている処理を実行し、前記第２のオブジェクトに対する操作が行われた場合
には、前記第２のオブジェクトに対応付けられている処理を実行するステップと
　を含む制御方法。
【請求項９】
　表示部を有する携帯電子機器に、
　ユーザ操作によらないイベントを検出するステップと、
　前記イベントの検出を通知するために第１のオブジェクトを前記表示部に拡大表示する
とともに、前記イベントの詳細を示す第２のオブジェクトを前記第１のオブジェクトの内
部に表示するステップと
　を実行させ、
　前記検出するステップにより検出される前記イベントは、メールの受信、不在着信、又
はスケジュールの通知のいずれか１つを少なくとも含む制御プログラム。
【請求項１０】
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　表示部を有する携帯電子機器に、
　ユーザ操作によらないイベントを検出するステップと、
　前記イベントの検出を通知するために第１のオブジェクトを前記表示部に拡大表示する
とともに、前記イベントの詳細を示す第２のオブジェクトを前記第１のオブジェクトの内
部に表示するステップと、
　前記第１のオブジェクトおよび前記第２のオブジェクトとして、アイコン又はワンタッ
チ操作部を前記表示部に表示するステップと
　を実行させる制御プログラム。
【請求項１１】
　表示部を有する携帯電子機器に、
　ユーザ操作によらないイベントを検出するステップと、
　前記イベントの検出を通知するために第１のオブジェクトを前記表示部に拡大表示する
とともに、前記イベントの詳細を示す第２のオブジェクトを前記第１のオブジェクトの内
部に表示するステップと、
　前記第１のオブジェクトに対する操作が行われた場合には、前記第１のオブジェクトに
対応付けられている処理を実行し、前記第２のオブジェクトに対する操作が行われた場合
には、前記第２のオブジェクトに対応付けられている処理を実行するステップと
　を実行させる制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、携帯電子機器、制御方法及び制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話又はスマートフォンなどの携帯電子機器には、メールの受信、電話の着信など
のイベントに対応する情報を画面に表示するものがある。例えば、これらの携帯電子機器
の中には、ディスプレイに表示される画面の上部に設けられた通知領域に対して、メール
の受信、不在着信などの情報を、アイコンなどを用いて表示するものも存在する（特許文
献１、２参照）。この通知領域は、ステータスバーなどとも呼ばれることがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１５６７９３号公報
【特許文献２】特開２０１１－１７５６３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記通知領域にメールの受信、不在着信などのイベントに対応する情報が表示される場
合、上記通知領域が余り大きくないので、利用者が気付きにくい場合がある。
【０００５】
　このようなことから、メールの受信、不在着信などのイベント情報を利用者に分かり易
く表示させることができる携帯電子機器、制御方法及び制御プログラムに対する必要性が
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　１つの態様に係る携帯電子機器は、表示部と、イベントを検出した場合に、前記イベン
トに関連する第１のオブジェクトを前記表示部に拡大表示するとともに、前記イベントの
詳細を示す第２のオブジェクトを前記第１のオブジェクトの内部に表示する制御部とを有
する。
【０００７】



(4) JP 6139912 B2 2017.5.31

10

20

30

40

50

　１つの態様に係る制御方法は、表示部を有する携帯電子機器によって実行される制御方
法であって、イベントを検出するステップと、検出した前記イベントに関連する第１のオ
ブジェクトを前記表示部に拡大表示するとともに、前記イベントの詳細を示す第２のオブ
ジェクトを前記第１のオブジェクトの内部に表示するステップとを含む。
【０００８】
　１つの態様に係る制御プログラムは、表示部を有する携帯電子機器に、イベントを検出
するステップと、検出した前記イベントに関連する第１のオブジェクトを前記表示部に拡
大表示するとともに、前記イベントの詳細を示す第２のオブジェクトを前記第１のオブジ
ェクトの内部に表示するステップとを実行させる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施形態に係るスマートフォンの機能構成の一例を示すブロック図であ
る。
【図２】図２は、第１のワンタッチ操作部をディスプレイに拡大表示するとともに、イベ
ントの詳細を示す第２のワンタッチ操作部を、第１のワンタッチ操作部の内部に表示する
制御の一例を示す図である。
【図３】図３は、ワンタッチ操作部に対する操作に応じて、ワンタッチ操作部に対応付け
られている処理を実行する制御の一例を示す図である。
【図４】図４は、ワンタッチ操作部に対する操作に応じて、ワンタッチ操作部に対応付け
られている処理を実行する制御の一例を示す図である。
【図５】図５は、タッチスクリーンの検出結果に基づいて、第１のワンタッチ操作部の拡
大表示を解除する制御の一例を示す図である。
【図６】図６は、タッチスクリーンの検出結果に基づいて、第１のワンタッチ操作部の拡
大表示を解除する制御の一例を示す図である。
【図７】図７は、実施形態１に係るスマートフォンによる制御の流れを示すフローチャー
トである。
【図８】図８は、第１のアイコンをディスプレイに拡大表示するとともに、イベントの詳
細を示す第２のアイコンを、第１のアイコンの内部に表示する制御の一例を示す図である
。
【図９】図９は、アイコンに対する操作に応じて、アイコンに対応付けられているアプリ
ケーションの処理を実行する制御の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、アイコンに対する操作に応じて、アイコンに対応付けられているア
プリケーションの処理を実行する制御の一例を示す図である。
【図１１】図１１は、タッチスクリーンの検出結果に基づいて、第１のアイコンの拡大表
示を解除する制御の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、タッチスクリーンの検出結果に基づいて、第１のアイコンの拡大表
示を解除する制御の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明を実施するための実施形態を、図面を参照しつつ詳細に説明する。以下では、本
発明に係る携帯電子機器の一例として、スマートフォンについて説明する。
【００１１】
（実施形態１）
【００１２】
　実施形態に係るスマートフォン１の機能構成の一例を説明する。図１は、実施形態に係
るスマートフォンの機能構成を示すブロック図である。以下の説明においては、同様の構
成要素に同一の符号を付すことがある。さらに、重複する説明は省略することがある。
【００１３】
　図１に示すように、スマートフォン１は、タッチスクリーンディスプレイ２と、ボタン
３と、照度センサ４と、近接センサ５と、通信ユニット６と、レシーバ７と、マイク８と
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、ストレージ９と、コントローラ１０と、スピーカ１１と、カメラ１２と、姿勢検出ユニ
ット１５と、バイブレータ１８とを備える。
【００１４】
　タッチスクリーンディスプレイ２は、ディスプレイ２Ａと、タッチスクリーン２Ｂとを
有する。ディスプレイ２Ａ及びタッチスクリーン２Ｂは、例えば、重ねて配置されてもよ
いし、並べて配置されてもよいし、離して配置されてもよい。ディスプレイ２Ａとタッチ
スクリーン２Ｂとが重ねて配置される場合、例えば、ディスプレイ２Ａの１ないし複数の
辺がタッチスクリーン２Ｂのいずれの辺とも沿っていなくてもよい。
【００１５】
　ディスプレイ２Ａは、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ）、有機ＥＬディスプレイ（ＯＥＬＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ－
Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、又は無機ＥＬディスプレイ（ＩＥＬＤ：
Ｉｎｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等
の表示デバイスを備える。ディスプレイ２Ａは、文字、画像、記号、及び図形等を表示す
る。ディスプレイ２Ａが表示する文字、画像、記号、及び図形等を含む画面には、ロック
画面と呼ばれる画面、ホーム画面と呼ばれる画面、アプリケーションの実行中に表示され
るアプリケーション画面が含まれる。ホーム画面は、デスクトップ、待受画面、アイドル
画面、標準画面、アプリ一覧画面又はランチャー画面と呼ばれることもある。実施形態１
において、ディスプレイ２Ａは、利用者がワンタッチ操作で、特定の通信相手に関する処
理を実行するためのワンタッチ操作部を表示する。ワンタッチ操作部には、メールの受信
、不在着信、スケジュールの通知などのイベントに関連する第１のワンタッチ操作部と、
上記イベントの詳細を示す第２のワンタッチ操作部が含まれる。第１のワンタッチ操作部
は、第１のオブジェクトの一例であり、第２のワンタッチ操作部は、第２のオブジェクト
の一例である。
【００１６】
　タッチスクリーン２Ｂは、タッチスクリーン２Ｂに対する指、ペン、又はスタイラスペ
ン等の接触を検出する。タッチスクリーン２Ｂは、複数の指、ペン、又はスタイラスペン
等（以下、単に「指」という）がタッチスクリーン２Ｂに接触した位置を検出することが
できる。タッチスクリーン２Ｂは、タッチスクリーン２Ｂ（タッチスクリーンディスプレ
イ２）に対する指の接触を、接触された場所のタッチスクリーンディスプレイ２上での位
置とともに、コントローラ１０に通知する。実施形態１において、タッチスクリーン２Ｂ
は、例えば、上記ワンタッチ操作部に対する接触を検出し、コントローラ１０に通知する
。
【００１７】
　タッチスクリーン２Ｂの検出方式は、静電容量方式、抵抗膜方式、表面弾性波方式（又
は超音波方式）、赤外線方式、電磁誘導方式、及び荷重検出方式等の任意の方式でよい。
以下の説明では、説明を簡単にするため、利用者はスマートフォン１を操作するために指
を用いてタッチスクリーン２Ｂに接触するものと想定する。
【００１８】
　コントローラ１０（スマートフォン１）は、タッチスクリーン２Ｂにより検出された接
触、接触が検出された位置、接触が検出された位置の変化、接触が検出された間隔、及び
接触が検出された回数の少なくとも１つに基づいて、ジェスチャの種別を判別する。ジェ
スチャは、指を用いて、タッチスクリーン２Ｂ（タッチスクリーンディスプレイ２）に対
して行われる操作である。コントローラ１０（スマートフォン１）が、タッチスクリーン
２Ｂを介して判別するジェスチャには、例えば、タッチ、ロングタッチ、リリース、スワ
イプ、タップ、ダブルタップ、ロングタップ、ドラッグ、フリック、ピンチイン、及びピ
ンチアウトが含まれるが、これらに限定されない。実施形態１において、コントローラ１
０（スマートフォン１）は、タッチスクリーン２Ｂを介して、上記ワンタッチ操作部に対
するジェスチャを判別し、ワンタッチ操作部に対応付けられているアプリケーションの処
理などを実行する。
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【００１９】
　ボタン３は、利用者からの操作入力を受け付ける。ボタン３の数は、単数であっても、
複数であってもよい。
【００２０】
　照度センサ４は、スマートフォン１の周囲光の照度を検出する。照度は、光の強さ、明
るさ、又は輝度を示す。照度センサ４は、例えば、ディスプレイ２Ａの輝度の調整に用い
られる。
【００２１】
　近接センサ５は、近隣の物体の存在を非接触で検出する。近接センサ５は、磁界の変化
又は超音波の反射波の帰還時間の変化等に基づいて物体の存在を検出する。近接センサ５
は、例えば、ディスプレイ２Ａが顔に近づけられたことを検出する。照度センサ４及び近
接センサ５は、１つのセンサとして構成されていてもよい。照度センサ４は、近接センサ
として用いられてもよい。
【００２２】
　通信ユニット６は、無線により通信する。通信ユニット６によってサポートされる無線
通信規格には、例えば、２Ｇ、３Ｇ、４Ｇ等のセルラーフォンの通信規格と、近距離無線
の通信規格がある。セルラーフォンの通信規格としては、例えば、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔ
ｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、Ｗ－ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎ
ｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＣＤＭ
Ａ２０００、ＰＤＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｅｌｌｕｌａｒ）、ＧＳＭ
（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃ
ａｔｉｏｎｓ）、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈａｎｄｙ－ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）
等がある。近距離無線の通信規格としては、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ（登録商標）、ＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ
ｎ）、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、ＷＰＡＮ（Ｗｉ
ｒｅｌｅｓｓ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等がある。ＷＰＡＮの通
信規格には、例えば、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）がある。通信ユニット６は、上述した通
信規格の１つ又は複数をサポートしていてもよい。
【００２３】
　通信ユニット６は、ＧＰＳ衛星からの所定の周波数帯の電波信号を受信し、受信した電
波信号の復調処理を行って、処理後の信号をコントローラ１０に送出する。スマートフォ
ン１は、ＧＰＳ衛星との通信機能を通信ユニット６から分散させて、通信ユニット６から
独立した個別の通信部を設けてもよい。
【００２４】
　レシーバ７は、音出力部である。レシーバ７は、コントローラ１０から送信される音信
号を音として出力する。レシーバ７は、例えば、通話時に相手の声を出力するために用い
られる。マイク８は、音入力部である。マイク８は、利用者の音声等を音信号へ変換して
コントローラ１０へ送信する。
【００２５】
　ストレージ９は、プログラム及びデータを記憶する。ストレージ９は、コントローラ１
０の処理結果を一時的に記憶する作業領域としても利用される。ストレージ９は、半導体
記憶媒体、及び磁気記憶媒体等の任意の非一過的（ｎｏｎ－ｔｒａｎｓｉｔｏｒｙ）な記
憶媒体を含んでよい。ストレージ９は、複数の種類の記憶媒体を含んでよい。ストレージ
９は、メモリカード、光ディスク、又は光磁気ディスク等の可搬の記憶媒体と、記憶媒体
の読み取り装置との組み合わせを含んでよい。ストレージ９は、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の一時的な記憶領域として利用される記憶デバイスを含
んでよい。
【００２６】
　ストレージ９に記憶されるプログラムには、フォアグランド又はバックグランドで実行



(7) JP 6139912 B2 2017.5.31

10

20

30

40

50

されるアプリケーションと、アプリケーションの動作を支援する制御プログラムとが含ま
れる。フォアグランドで実行されるアプリケーションは、例えば、ディスプレイ２Ａに画
面が表示される。制御プログラムには、例えば、ＯＳが含まれる。アプリケーション及び
制御プログラムは、通信ユニット６による無線通信又は非一過的な記憶媒体を介してスト
レージ９にインストールされてもよい。
【００２７】
　ストレージ９は、例えば、制御プログラム９Ａ、通話アプリケーション９Ｂ、メールア
プリケーション９Ｃ、カレンダーアプリケーション９Ｄ、カメラアプリケーション９Ｅ及
び設定データ９Ｚなどを記憶する。
【００２８】
　制御プログラム９Ａは、スマートフォン１を稼働させるための各種制御に関する機能を
提供する。制御プログラム９Ａは、メールの受信、不在着信、スケジュールの通知などの
イベントを検出した場合に、イベントに関連する第１のワンタッチ操作部をディスプレイ
２Ａに拡大表示するとともに、イベントの詳細を示す第２のワンタッチ操作部を、拡大表
示する第１のワンタッチ操作部の内部に表示する処理を実行するための機能を提供する。
第１のワンタッチ操作部は、第１のオブジェクトの一例であり、第２のワンタッチ操作部
は、第２のオブジェクトの一例である。
【００２９】
　さらに、制御プログラム９Ａは、タッチスクリーン２Ｂを介して、第１のワンタッチ操
作部に対する操作を検出すると、第１のワンタッチ操作部に対応付けられている処理を実
行し、第２のワンタッチ操作部に対する操作を検出すると、第２のワンタッチ操作部に対
応付けられている処理を実行するための機能を提供する。
【００３０】
　さらに、制御プログラム９Ａは、タッチスクリーン２Ｂの検出結果に基づいて、第１の
ワンタッチ操作部の拡大表示を解除する処理を実行するための機能を提供する。
【００３１】
　その他、制御プログラム９Ａは、通信ユニット６などを制御することによって、ＬＴＥ
（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）、Ｗ－ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏ
ｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄ
ｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＣＤＭＡ２０００、ＰＤＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｅｌｌｕｌ
ａｒ）、ＧＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃ
ｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈａｎｄｙ－ｐｈｏｎｅ　
Ｓｙｓｔｅｍ）などを用いた通信を実現させるための機能、ＩＥＥＥ８０２．１１、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｏｃｉａ
ｔｉｏｎ）、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、ＷＰＡＮ
（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等を用いた近距離
無線通信を実現させるための機能、並びに、通信ユニット６及びマイク８などを制御する
ことによって、通話を実現させるための機能を提供する。
【００３２】
　制御プログラム９Ａにより提供される機能は、通話を実現させる場合、通話アプリケー
ション９Ｂ又はメールアプリケーション９Ｃなど、ストレージ９に記憶される他のプログ
ラムなどが提供する機能と組み合わせて利用されることがある。制御プログラム９Ａによ
り提供される機能は、複数のプログラムモジュールに分割されていてもよいし、他のプロ
グラムと結合されていてもよい。
【００３３】
　通話アプリケーション９Ｂは、無線通信による通話のための通話機能を提供する。メー
ルアプリケーション９Ｃは、電子メールの作成、送信、受信、及び表示等のための電子メ
ール機能を提供する。カレンダーアプリケーション９Ｄは、スケジュール管理等のための
カレンダー機能を提供する。カメラアプリケーション９Ｅは、画像および動画像の撮影、
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編集および管理などを行うための機能を提供する。ストレージ９に記憶されるアプリケー
ションは一例に過ぎない。図１に示すもの以外に、メモ帳アプリケーション、ブラウザア
プリケーション、ナビゲートアプリケーション、音楽プレイヤーアプリケーション、動画
再生アプリケーション、計算機アプリケーション、付箋アプリケーションなどが記憶され
ていてもよい。
【００３４】
　設定データ９Ｚは、スマートフォン１の動作に関連する各種の設定及び処理に関する情
報を含む。設定データ９Ｚには、例えば、ホーム画面上に表示されるワンタッチ操作部に
対応付けられているアプリケーションの処理に関する情報が含まれる。ワンタッチ操作部
に対する操作により、スマートフォン１は、予め設定された特定の宛先へのメール作成画
面の表示、予め設定された特定の宛先からの受信メールの表示、予め設定された特定の宛
先への新規メール作成画面の表示、予め設定された特定の電話番号への電話発信などの処
理を実行する。
【００３５】
　コントローラ１０は、演算処理装置である。演算処理装置は、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎ
ｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、ＳｏＣ（Ｓｙｓｔｅｍ－ｏｎ－ａ－ｃｈ
ｉｐ）、ＭＣＵ（Ｍｉｃｒｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）、及びＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ
－Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）を含むが、これらに限定されない
。コントローラ１０は、スマートフォン１の動作を統括的に制御して各種の機能を実現す
る。
【００３６】
　具体的には、コントローラ１０は、ストレージ９に記憶されているデータを必要に応じ
て参照しつつ、ストレージ９に記憶されているプログラムに含まれる命令を実行する。そ
して、コントローラ１０は、データ及び命令に応じて機能部を制御し、それによって各種
機能を実現する。機能部は、例えば、ディスプレイ２Ａ、通信ユニット６、マイク８、及
びスピーカ１１を含むが、これらに限定されない。コントローラ１０は、検出部の検出結
果に応じて、制御を変更することがある。検出部は、例えば、タッチスクリーン２Ｂ、ボ
タン３、照度センサ４、近接センサ５、マイク８、カメラ１２、及び姿勢検出ユニット１
５を含むが、これらに限定されない。
【００３７】
　コントローラ１０は、制御プログラム９Ａを実行することにより、メールの受信、不在
着信、スケジュールの通知などのイベントを検出した場合に、イベントに関連する第１の
ワンタッチ操作部をディスプレイ２Ａに拡大表示するとともに、イベントの詳細を示す第
２のワンタッチ操作部を、拡大表示する第１のワンタッチ操作部の内部に表示する処理を
実行する。
【００３８】
　さらに、コントローラ１０は、制御プログラム９Ａを実行することにより、タッチスク
リーン２Ｂを介して、第１のワンタッチ操作部に対する操作を検出すると、第１のワンタ
ッチ操作部に対応付けられている処理を実行し、第２のワンタッチ操作部に対する操作を
検出すると、第２のワンタッチ操作部に対応付けられている処理を実行する。
【００３９】
　さらに、コントローラ１０は、制御プログラム９Ａを実行することにより、タッチスク
リーン２Ｂの検出結果に基づいて、第１のワンタッチ操作部の拡大表示を解除する処理を
実行する。
【００４０】
　スピーカ１１は、音出力部である。スピーカ１１は、コントローラ１０から送信される
音信号を音として出力する。スピーカ１１は、例えば、着信音及び音楽を出力するために
用いられる。レシーバ７及びスピーカ１１の一方が、他方の機能を兼ねてもよい。
【００４１】
　カメラ１２は、撮影した画像を電気信号へ変換する。カメラ１２には、例えば、ディス
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プレイ２Ａに面している物体を撮影するインカメラ、ディスプレイ２Ａの反対側の面に面
している物体を撮影するアウトカメラが含まれる。
【００４２】
　姿勢検出ユニット１５は、スマートフォン１の姿勢を検出する。姿勢検出ユニット１５
は、姿勢を検出するために、加速度センサ、方位センサ、及びジャイロスコープの少なく
とも１つを備える。
【００４３】
　バイブレータ１８は、スマートフォン１の一部又は全体を振動させる。バイブレータ１
８は、振動を発生させるために、例えば、圧電素子、又は偏心モータなどを有する。バイ
ブレータ１８による振動は、着信等の各種のイベントを利用者に報知するために用いられ
る。
【００４４】
　続いて、図２～図６を用いて、実施形態１に係るスマートフォン１により実行される制
御の一例について説明する。以下の説明で参照する図には、利用者の指（手）Ｆが表記さ
れる場合がある。
【００４５】
　図２は、第１のワンタッチ操作部をディスプレイ２Ａに拡大表示するとともに、イベン
トの詳細を示す第２のワンタッチ操作部を、第１のワンタッチ操作部の内部に表示する制
御の一例を示す図である。
【００４６】
　図２に示すように、スマートフォン１は、ホーム画面４０をディスプレイ２Ａに表示す
る（ステップＳ１１）。ディスプレイ２Ａには、第１のワンタッチ操作部として、ワンタ
ッチ操作部４１ａ、ワンタッチ操作部４１ｂ及びワンタッチ操作部４１ｃが表示される。
ワンタッチ操作部４１ａには、ワンタッチ操作で実行される処理として、例えば、Ａさん
に対する電話発信が予め対応付けられている。ワンタッチ操作部４１ｂには、ワンタッチ
操作で実行される処理として、例えば、Ｂさんに対する電話発信が予め対応付けられてい
る。ワンタッチ操作部４１ｃには、ワンタッチ操作で実行される処理として、例えば、Ｃ
さんに対する電話発信が予め対応付けられている。
【００４７】
　続いて、スマートフォン１は、例えば、Ｃさん（Ｃさんの所持する電子機器）からメー
ルを受信すると、イベントとして検出し、イベントに関連するワンタッチ操作部４１ｃを
拡大表示するとともに、イベントの詳細を示すワンタッチ操作部４２をワンタッチ操作部
４１ｃの内部に表示する（ステップＳ１２）。検出したイベントが、Ｃさんからのメール
受信である場合、イベントに関連するワンタッチ操作部は、Ｃさんに対応するワンタッチ
操作部４１ｃとなり、イベントの詳細を示す第２のワンタッチ操作部は、新着メールの受
信であることを示すワンタッチ操作部４２となる。
【００４８】
　図３及び図４は、ワンタッチ操作部に対する操作に応じて、ワンタッチ操作部に対応付
けられている処理を実行する制御の一例を示す図である。
【００４９】
　図３に示すように、スマートフォン１は、タッチスクリーン２Ｂを介して、ワンタッチ
操作部４２に対する操作を検出すると（ステップＳ２１）、新着メールの詳細を示す画面
５０をディスプレイ２Ａに表示する（ステップＳ２２）。図３では、新着メールの詳細を
表示する例を示すが、例えば、受信トレイにあるメールの一覧を表示するようにしてもよ
い。
【００５０】
　図４に示すように、スマートフォン１は、タッチスクリーン２Ｂを介して、ワンタッチ
操作部４１ｃに対する操作を検出すると（ステップＳ３１）、Ｃさんに対する電話発信を
実行し、電話発信中の画面６０をディスプレイ２Ａに表示する（ステップＳ３２）。図４
では、ワンタッチ操作部４１ｃに対して、Ｃさんに対する電話発信処理が予め対応付けら
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れている例を示すが、ワンタッチ操作部４１ｃに対して、メールの作成処理が対応付けら
れている場合には、メール作成処理を実行する。
【００５１】
　図５及び図６は、タッチスクリーン２Ｂの検出結果に基づいて、第１のワンタッチ操作
部の拡大表示を解除する制御の一例を示す図である。
【００５２】
　図５に示すように、スマートフォン１は、タッチスクリーン２Ｂを介して、ディスプレ
イ２Ａに表示されるホーム画面４０上の領域のうち、ワンタッチ操作部４１ａ～４１ｃ、
及びワンタッチ操作部４２が表示される領域以外の領域に対する操作を検出すると（ステ
ップＳ４１）、ワンタッチ操作部４１ｃの拡大表示を解除して、元の大きさ（図２のステ
ップＳ１１参照）で表示する（ステップＳ４２）。ステップＳ４２において、スマートフ
ォン１は、図５に示すように、ワンタッチ操作部４１ｃに対して、Ｃさんから新着メール
の受信があることを示す数字の画像４３を表示してもよい。数字の画像４３は、新着メー
ルの数に対応していてもよい。数字の画像４３に限定されるものではなく、英字、記号、
図形などでもよい。スマートフォン１は、新着メールが閲覧された場合には、数字の画像
４３の表示を消去することができる。
【００５３】
　図６に示すように、スマートフォン１は、タッチスクリーン２Ｂを介して、拡大表示さ
れているワンタッチ操作部４１ｃに対する所定のジェスチャを検出すると（ステップＳ５
１）、ワンタッチ操作部４１ｃの拡大表示を解除して、元の大きさ（図２のステップＳ１
１参照）で表示する（ステップＳ５２）。ワンタッチ操作部４１ｃに対する所定のジェス
チャは、例えば、ホーム画面４０上を下向きに指を移動させるスワイプ、フリックなどに
該当する。所定のジェスチャは、スワイプ、フリックである場合に限定されず、ロングタ
ッチなどであってもよい。ホーム画面４０上の下向きは、ホーム画面４０に表示されてい
る文字の上下に対応するものとする。
【００５４】
　続いて、図７を用いて、実施形態１に係るスマートフォン１により実行される制御の流
れを説明する。図７は、実施形態１に係るスマートフォン１による制御の流れを示すフロ
ーチャートである。図７に示す制御は、コントローラ１０が、制御プログラム９Ａなどを
ストレージ９から読込んで実行することにより実現される。
【００５５】
　図７に示すように、コントローラ１０は、イベントを検出すると（ステップＳ２０１）
、イベントに関連する第１のオブジェクト（第１のワンタッチ操作部４１ｃなど）をディ
スプレイ２Ａに拡大表示するとともに、イベントの詳細を示す第２のオブジェクト（第２
のワンタッチ操作部４２など）を、第１のオブジェクトの内部に表示する（ステップＳ２
０２）。実施形態１において、イベントとは、メールの受信、不在着信、スケジュールの
通知などに該当する。
【００５６】
　続いて、コントローラ１０は、第１のオブジェクトに対する操作を検出したかを判定す
る（ステップＳ２０３）。
【００５７】
　コントローラ１０は、判定の結果、第１のオブジェクトに対する操作を検出した場合に
は（ステップＳ２０３、Ｙｅｓ）、第１のオブジェクトに対応付けられた処理を実行し（
ステップＳ２０４）、図７に示す制御を終了する。実施形態１において、第１のオブジェ
クトに対応付けられた処理は、例えば、電話発信、メール作成などに該当する。
【００５８】
　一方、コントローラ１０は、判定の結果、第１のオブジェクトに対する操作を検出しな
い場合には（ステップＳ２０３、Ｎｏ）、第２のオブジェクトに対する操作を検出したか
を判定する（ステップＳ２０５）。
【００５９】
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　コントローラ１０は、判定の結果、第２のオブジェクトに対する操作を検出した場合に
は（ステップＳ２０５、Ｙｅｓ）、第２のオブジェクトに対応付けられた処理を実行し（
ステップＳ２０６）、図７に示す制御を終了する。実施形態１において、第２のオブジェ
クトに対応付けられた処理は、例えば、新着メールの表示などに該当する。
【００６０】
　一方、コントローラ１０は、判定の結果、第２のオブジェクトに対する操作を検出しな
い場合には（ステップＳ２０５、Ｎｏ）、第１のオブジェクトの拡大表示を解除する操作
を検出したかを判定する（ステップＳ２０７）。
【００６１】
　コントローラ１０は、判定の結果、第１のオブジェクトの拡大表示を解除する操作を検
出した場合には（ステップＳ２０７、Ｙｅｓ）、第１のオブジェクトの拡大表示を解除し
（ステップＳ２０８）、図７に示す制御を終了する。
【００６２】
　一方、コントローラ１０は、判定の結果、第１のオブジェクトの拡大表示を解除する操
作を検出しない場合には（ステップＳ２０７、Ｎｏ）、上記ステップＳ２０３に戻る。
【００６３】
　上述してきたように、実施形態１では、スマートフォン１は、メールの受信、不在着信
、スケジュールの通知などのイベントを検出した場合に、イベントに関連する第１のワン
タッチ操作部をディスプレイ２Ａに拡大表示するとともに、イベントの詳細を示す第２の
ワンタッチ操作部を、拡大表示する第１のワンタッチ操作部の内部に表示する処理を実行
する。このため、実施形態１によれば、メールの受信、不在着信などのイベント情報を利
用者に分かり易く表示させることができる。
【００６４】
　実施形態１では、スマートフォン１は、ワンタッチ操作部に対する操作があると、ワン
タッチ操作部に対応付けられている処理を実行する。このため、実施形態１によれば、イ
ベント情報を利用者に分かり易く表示させるだけでなく、メールの受信、不在着信などの
イベントに応じた処理を簡易に実行することができ、利用者の操作性を向上できる。
【００６５】
　実施形態１では、スマートフォン１は、タッチスクリーン２Ｂによる検出結果に基づい
て、ワンタッチ操作部の拡大表示を解除する。このため、実施形態１によれば、イベント
情報を利用者に分かり易く表示させるだけでなく、利用者の意思に応じて自由に変更でき
る。
【００６６】
　実施形態１において、スマートフォン１は、利用者の操作に応じて、拡大表示している
ワンタッチ操作部をさらに拡大して表示したり、縮小して表示したりしてもよい。スマー
トフォン１は、例えば、拡大表示しているワンタッチ操作部をピンチアウトするジェスチ
ャを検出すると、ピンチアウトされる距離に応じてワンタッチ操作部を拡大し、ピンチイ
ンするジェスチャを検出すると、ピンチインされる距離に応じてワンタッチ操作部を縮小
して表示する。
【００６７】
（実施形態２）
　上記実施形態１では、利用者がワンタッチ操作で、特定の通信相手に関する処理を実行
するためのワンタッチ操作部（４１ａ～４１ｃ、４２など）がホーム画面４０に表示され
る場合の制御について説明した。以下の実施形態２では、ホーム画面４０に各種アプリケ
ーションに対応するアイコンが表示される場合の制御について説明する。
【００６８】
　実施形態２に係るスマートフォン１の機能構成は、実施形態１で説明した機能構成と基
本的に同様であるが、以下に説明する点が異なる。
【００６９】
　実施形態２において、ディスプレイ２Ａは、利用者がワンタッチ操作で、アプリケーシ
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ョンの処理を実行するためのアイコンを表示する。アイコンには、メールの受信、不在着
信、スケジュールの通知などのイベントに関連する第１のアイコンと、上記イベントの詳
細を示す第２のアイコンが含まれる。第１のアイコンは、第１のオブジェクトの一例であ
り、第２のアイコンは、第２のオブジェクトの一例である。
【００７０】
　実施形態２において、タッチスクリーン２Ｂは、例えば、上記アイコンに対する接触を
検出し、コントローラ１０に通知する。
【００７１】
　実施形態２において、コントローラ１０（スマートフォン１）は、タッチスクリーン２
Ｂを介して、上記アイコンに対するジェスチャを判別し、アイコンに対応付けられている
アプリケーションの処理などを実行する。
【００７２】
　制御プログラム９Ａは、メールの受信、不在着信、スケジュールの通知などのイベント
を検出した場合に、イベントに関連する第１のアイコンをディスプレイ２Ａに拡大表示す
るとともに、イベントの詳細を示す第２のアイコンを、拡大表示する第１のアイコンの内
部に表示する処理を実行するための機能を提供する。さらに、制御プログラム９Ａは、タ
ッチスクリーン２Ｂを介して、第１のアイコンに対する操作を検出すると、第１のアイコ
ンに対応付けられているアプリケーションの処理を実行し、第２のアイコンに対する操作
を検出すると、第２のアイコンに対応付けられているアプリケーションの処理を実行する
ための機能を提供する。さらに、制御プログラム９Ａは、タッチスクリーン２Ｂの検出結
果に基づいて、第１のアイコンの拡大表示を解除する処理を実行するための機能を提供す
る。
【００７３】
　コントローラ１０は、制御プログラム９Ａを実行することにより、メールの受信、不在
着信、スケジュールの通知などのイベントを検出した場合に、イベントに関連する第１の
アイコンをディスプレイ２Ａに拡大表示するとともに、イベントの詳細を示す第２のアイ
コンを、拡大表示する第１のアイコンの内部に表示する処理を実行する。さらに、コント
ローラ１０は、制御プログラム９Ａを実行することにより、タッチスクリーン２Ｂを介し
て、第１のアイコンに対する操作を検出すると、第１のアイコンに対応付けられているア
プリケーションの処理を実行し、第２のアイコンに対する操作を検出すると、第２のアイ
コンに対応付けられているアプリケーションの処理を実行する。さらに、コントローラ１
０は、制御プログラム９Ａを実行することにより、タッチスクリーン２Ｂの検出結果に基
づいて、第１のアイコンの拡大表示を解除する処理を実行する。
【００７４】
　図８～図１２を用いて、実施形態２に係るスマートフォン１により実行される制御の一
例について説明する。
【００７５】
　図８は、第１のアイコンをディスプレイ２Ａに拡大表示するとともに、イベントの詳細
を示す第２のアイコンを、第１のアイコンの内部に表示する制御の一例を示す図である。
【００７６】
　図８に示すように、スマートフォン１は、ホーム画面４０をディスプレイ２Ａに表示す
る（ステップＳ６１）。ディスプレイ２Ａには、第１のアイコンとして、第１のアイコン
４１ｄ、第１のアイコン４１ｅ、第１のアイコン４１ｆが表示される。第１のアイコン４
１ｄには、ワンタッチ操作で実行される処理として、例えば、メールアプリケーション９
Ｃの処理が予め対応付けられている。第１のアイコン４１ｅには、例えば、ワンタッチ操
作で実行される処理として、通話アプリケーション９Ｂの処理が予め対応付けられている
。第１のアイコン４１ｆには、ワンタッチ操作で実行される処理として、例えば、カレン
ダーアプリケーション９Ｄの処理が予め対応付けられている。
【００７７】
　続いて、スマートフォン１は、例えば、メールを受信すると、イベントとして検出し、
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イベントに関連する第１のアイコン４１ｄを拡大表示するとともに、イベントの詳細を示
す第２のアイコン４４を第１のアイコン４１ｄの内部に表示する（ステップＳ６２）。検
出したイベントが、不在着信である場合には、イベントに関連する第１のアイコンは、ア
イコン４１ｅとなり、検出したイベントが、スケジュールの通知である場合には、イベン
トに関連する第１のアイコンは、アイコン４１ｆとなる。
【００７８】
　図９及び図１０は、アイコンに対する操作に応じて、アイコンに対応付けられているア
プリケーションの処理を実行する制御の一例を示す図である。
【００７９】
　図９に示すように、スマートフォン１は、タッチスクリーン２Ｂを介して、アイコン４
４に対する操作を検出すると（ステップＳ７１）、新着メールの詳細を示す画面５０をデ
ィスプレイ２Ａに表示する（ステップＳ７２）。図９では、新着メールの詳細を表示する
例を示すが、例えば、受信トレイにあるメールの一覧を表示するようにしてもよい。
【００８０】
　図１０に示すように、スマートフォン１は、タッチスクリーン２Ｂを介して、アイコン
４１ｄに対する操作を検出すると（ステップＳ８１）、メールアプリケーション９Ｃを起
動して、メールの作成画面７０をディスプレイ２Ａに表示する（ステップＳ８２）。ステ
ップＳ８２では、メールの作成画面７０を表示する例を示すが、これには限定されず、メ
ールボックスの画面を表示するようにしてもよい。
【００８１】
　図１１及び図１２は、タッチスクリーン２Ｂの検出結果に基づいて、第１のアイコンの
拡大表示を解除する制御の一例を示す図である。
【００８２】
　図１１に示すように、スマートフォン１は、タッチスクリーン２Ｂを介して、ディスプ
レイ２Ａに表示されるホーム画面４０上の領域のうち、アイコン４１ｄ～４１ｆ、及びア
イコン４４が表示される領域以外の領域に対する操作を検出すると（ステップＳ９１）、
アイコン４１ｄの拡大表示を解除して、元の大きさ（図８のステップＳ６１参照）で表示
する（ステップＳ９２）。ステップＳ９２において、スマートフォン１は、図１１に示す
ように、アイコン４１ｄに対して、新着メールの受信があることを示す数字の画像４５を
表示してもよい。数字の画像４５は、新着メールの数に対応していてもよい。数字の画像
４５に限定されるものではなく、英字、記号、図形などでもよい。スマートフォン１は、
新着メールが閲覧された場合には、数字の画像４５の表示を消去することができる。
【００８３】
　図１２に示すように、スマートフォン１は、タッチスクリーン２Ｂを介して、拡大表示
されているアイコン４１ｄに対する所定のジェスチャを検出すると（ステップＳ１０１）
、アイコン４１ｄの拡大表示を解除して、元の大きさ（図８のステップＳ６１参照）で表
示する（ステップＳ１０２）。アイコン４１ｄに対する所定のジェスチャは、例えば、ホ
ーム画面４０上を下向きに指を移動させるスワイプ、又はフリックなどに該当する。所定
のジェスチャは、スワイプ、又はフリックである場合に限定されず、ロングタッチなどで
あってもよい。ホーム画面４０上の下向きは、ホーム画面４０に表示されている文字の上
下に対応するものとする。ステップＳ１０２において、スマートフォン１は、図１２に示
すように、新着メールの受信があることを示すように、アイコン４１ｄの背景色を変更し
てもよい。
【００８４】
　上記の実施形態では、添付の請求項に係る装置の例として、スマートフォンについて説
明したが、添付の請求項に係る装置は、スマートフォンに限定されない。添付の請求項に
係る装置は、スマートフォン以外の携帯電子機器であってもよい。携帯電子機器は、例え
ば、携帯電話、タブレット、携帯型パソコン、デジタルカメラ、メディアプレイヤ、電子
書籍リーダ、ナビゲータ、及びゲーム機を含むが、これらに限定されない。
【００８５】
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　添付の請求項に係る技術を完全かつ明瞭に開示するために特徴的な実施形態に関し記載
してきた。しかし、添付の請求項は、上記実施形態に限定されるべきものでなく、本明細
書に示した基礎的事項の範囲内で当該技術分野の当業者が創作しうるすべての変形例及び
代替可能な構成により具現化されるべきである。
【符号の説明】
【００８６】
１　スマートフォン
２　タッチスクリーンディスプレイ
２Ａ　ディスプレイ
２Ｂ　タッチスクリーン
３　ボタン
４　照度センサ
５　近接センサ
６　通信ユニット
７　レシーバ
８　マイク
９　ストレージ
９Ａ　制御プログラム
９Ｂ　通話アプリケーション
９Ｃ　メールアプリケーション
９Ｄ　カレンダーアプリケーション
９Ｅ　カメラアプリケーション
９Ｚ　設定データ
１０　コントローラ
１１　スピーカ
１２　カメラ
１５　姿勢検出ユニット
１８　バイブレータ
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